
強磁場電気泳動（EPD）法を検討

非鉛系圧電材料（チタン酸バリウム、BT）の圧電特性向上
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BTセラミックス

ドメイン壁密度増大 ドメイン壁固定
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強磁場EPD法

正に帯電し分散 強磁場による回転 弱電場による堆積
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ND

TD

RD

側面のEBSD mapを

TD方向に解析

5 μm

BTセラミックスのEBSD測定

グレインサイズが微細な配向BTセラミックス作製


